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平
素
は
青
年
部
活
動
に
多
大
な
る
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
御
れ
申
し
上
げ
ま
す
。

今
和
六
年
十
月
六
日
に
、
次
千
家
同
門
会
雇
川
県
支
部
設

立
六
十
周
年
・青
年
部
設
立
十
五
周
年
を
記
念
す
る
尾
出
沖

社
献
茶
祭
、
記
念
式
典
、
祝
賀
会
、
茶
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
う」で
、
青
年
部
は
茶
会
薄
茶
席
を
金
沢
市
立
中
村
記
念
美

術
館
旧
ヤ
村
郎
に
て
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
青
年
部

席
で
は
特
別
か
与
の
先
生
像

」指
導
の
も
と
、
私
が
席
主
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
青
年
部
員
の
皆
様
、
親
先
生
方
、

同
門
会
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
準
備
期
間
か
ら

当
日
ま
で
も
多
大
な
お
力
添
え
い
た
だ
き
、
大
変
惑
謝
し
て
お

り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
無

事
に
青
年
部
席
を
務
め
る
う」と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
一示

都
か
ら
猶
有
斎
宗
匠
御

一
行
、
一
七来
賓
の
皆
様
を
お
型
え
し
、

薄
茶
席
に
も
お
運
び
頂
き
ま
ｔ
た
・」と
、
大
変
名
誉
な
う」と
で

否
ヽ
品
ま
し
た
。
皆
様
像

」協
力
に
よ
リ
ハ
当
日
は
多
く
の
お
客

様
に
お
も
て
な
し
の
は
で

一
服
を
差
し
上
げ
る
うヽ
と
が
で
き
、

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
次
の

二
十
年
、
一二
十
年
と
青
年
部

活
動
が
続
け
て
行
く
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
お
力
添

え
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

今
後
と
も
涵
川
県
青
年
部
に

対
し
て
、
一
」指
導
ご
鞭
撻
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
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【初めて半東を務めて】

京都からお家元宗匠と先生方、そして富山県、福井県から来賓の方々もご
参加され、大変光栄に思うと同時に、身の引き締まる思いで当日に臨みまし
た。このような場で半東として務める責任は大きく、緊張もありました。ま
た、いざ本番になると慌ててしまう場面も多々あり、自分の未熟さを痛感 し
ました。それでも、周囲の温かいサポー トのおかげで、無事に役目を果たす
ことができたことを嬉 しく思っています。
半東を務めるにあたって、単に作法を守るだけでなく、場全体の流れを意
識することの大切さを学びました。青年部の一員としてこの大切な茶会に携
われたことは、今後の私にとっても貴重な経験になると感 じています。まだ
まだ至らない点も多くありますが、この経験を糧に、今後も精進 していきた
いと思います。青年部席をバックアップしてくださった特別参与の先生を始
め、支部の方々、お手伝いをしてくださった青年部の方々、お茶会に来てく

ます。
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【周年記念事業を通して】

ご縁をいただき、周年行事では役割をあたわりました。ひとつひとつ改めて見つめ、
今鮮やかに思い返されるのは、一瞬―瞬の皆さんの表情であったように思います。
喜怒哀楽のどの表情も浮かぶ程、それぞれに向き合い臨んだ時間で ありました。中
でも、青年部席担当の皆さんの会後の表情には、すっと惹かれ る美 しさが感 じられ
ました。この日に寄せられた想いの深さ、それ故の時と行 動の重なりが、各自の実
感となって表情にこぼれ、目を離すことができませんでした。一方、年明け家元初釜
へ伺い、思いがけず周年行事の背景を伺うこと となりました。
力みなく鎮まって感 じられた神前でのお家元宗匠のお点前が、どのようなご事情の
もとに現実となっていたかを伺い知 り、深 く感 じ入 りました。
主客の一部として携わることが叶い、言葉を介さず伝わ りくるものに触れる機会を
いただけましたこと、心より感謝申し上げます。
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【周年記念事業を経験して】

表千家同門会石川県支部設立60周年・青年部設立15周年記念事業開催にあたり、
当日は青年部担当の薄茶席にてお手伝いをさせていただきました。お家元をお招
きしての大規模な行事のお手伝いということで大変緊張しておりましたが、特別
参与の先生を始め諸先輩方のご指導のもと得難い経験をさせていただきました。
ありがとうございました。
また、サテライト席のモニター越しにではありますが初めて献炭 。献茶を拝見
しました。厳かな雰囲気のなか設えられた梅鉢のお道具とお家元のお姿が秋晴れ
の空と緑に大変美しく、印象深く残っています。今回は大きな節目の行事でした
が、今後も大小の区別なく日々の節目を大切にしてゆきたいと改めて感じる機会
となりました。

【60周年記念のお茶席を手伝って】

私自身が小さい頃から旧中村邸での茶会の手伝いをしてきたことや、21歳のときに青年部
が発会し―会員として手伝わせていただいたことを思い出した。茶席をもつことは楽しく、
学ぶことも多い。日々のお稽古、お茶の実践、軸をかけて花を生けお茶を点てることが実際
にできているか、これに尽きると思った。亭主と客の真剣なやりとりの中に、互いに喜びを
見出すことの大切さを再確認した一日であつた。
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●【青年部15周年記念事業に際して】

この度の青年部15周年記念事業に際しまして、多くの先生、役員、関係各
位の方々の皆様へ感謝申し上げます。石川県全国大会が私の青年部入部前と
いうこともあり、お家元宗匠方々を目の前で拝見すること、ましてやお茶を
差し上げるという経験は初めてで、その日が来るまで本当に緊張していまし
た。ですが、献茶を捧げる宗匠のお姿を見て、すごく感銘を受けたとともに
余計な力が抜けた感覚がして、いざ宗匠の前に出た際はすごく自然体な形で
お席に入れたような気が致しました。このような貴重な体験を勉強させて頂
きましたことを深く感謝し、今後のお稽古や生活に生かしていきたいと思っ
ております。この度は本当に有難うございました。
「ギ■半●

皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
さ
つ
か
。

去
る
十
月
五
日
、
次
千
家
同
門
会
洛
川
県
支
部
設

立
六
十
周
年
な
ら
び
に
表
千
家
雇
川
県
青
年
部
設
立

十
五
周
年
を
記
念
す
る
茶
会
を
、
無
事
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
同
門
会
の
先

生
方
を
は
じ
め
、
日
頃
よ
り
ご
指
導
二゙
」支
援
を
賜
っ
て

い
る
皆
様
の
お
力
添
え
の
賜
物
と
存
じ
、
起
よ
り
惑
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

当
日
は
、
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
先
輩

方
が
条
い
て
こ
ら
れ
た
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
茶

逹
の
魅
力
と
伝
統
を
改
め
て
実
惑
す
る
、
意
義
深
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
青
年

部
に
と
っ
て
も
、
歴
史
を
党
け
継
ぎ
、
未
来
へ
と
つ
な
げ

て
い
く
大
切
な
節
日
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
マ
の
お
籍
古
や
記
念
茶
会
、
献
茶
式
へ
の

が
加
を
通
じ
て
、
部
員

一
人
ひ
と
り
が
研
鑽
を
積
み
、

多
く
の
方
マ
と
空
欠
流
を
深
め
、
茶
の
湯
の
は
を
共
有

で
き
た

一
年
で
あ
っ
た
と
惑
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
一

年
の
経
験
を
糧
に
、
うヽ
れ
か
ら
も
青
年
部

一
同
、
よ
り

一
層
の
精
進
を
重
ね
、
茶
道
の
道
を
歩
ん
で
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

未
熟
な
私
た
ち
で
は
ご
ヾ
品
ま
す
が
、
皆
様
念

指ヽ

導
と
ご
支
援
を
励
み
に
、
今
後
と
も
茶
の
湯
の
は
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
学
び
を
童
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
何
卒
、

変
わ
ら
ね
ご
指
導
、
ゔ」級
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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≧盈圃青年部行事

『青年部茶会』

日時 令和7年 11月 22日 (上 )
9時～13時半(受付終了13時 )

会場 未定

ご会1口やお手伝い
占待うしておιIをす

申し込DIなど詳細lき
A気軽にご連絡くだとい

青年部会報第16号

令和7年 3月 発行

表千家石川県青年部

T920-0909
金沢市袋町 4番 21号
オウル武蔵301号室

表千家同門会石川県支部内

青年部行事

『茶席のアレ剰レ講座 その2』

内容

令和7年3月 30日 (日 )

女性センター

土屋 兵衛 氏

青年部元部長

料亭金城棲 代表取締役社長

茶懐石について

応募申込は3/15魅着

日時
場所
講師

●登録変更について

住所氏名に変更のある方、都合により青年部を退会される方、

その他登録変更がある方は、お手数ですが、青年部の左記連絡

先まで内容を明記してお知らせください。
なお、同門会会員の方は、別途本部への申請も必要となります。

sh kawa omotesenke se nenbu@宜 mail com

■

■
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青午都入会のご案肉

私たちと一緒に、表千家石川県青年部で、活動しませんか。

入会資格は、満18歳～45歳の表千家不審奄入門者 (又は入門予定者)の方で、
先生の推薦が必要です。ご関心を持たれた方は、青年部までお問い合わせください。

下記のE mail(QRコ ー ドも可)ま たはお電話 にて「青年部入会希望」の旨、お知ら
せ頂ければ、入吉Б届の様式をお送りいたします。

まずは、お気軽にお問い合わせください。

茶の湯を通 して人と人との輪をひろげ、茶の湯の楽しみを分かち合いましょう。

電言舌  070-2902-2326


